
遠別町地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

【目標】
・小型車両によるデマンド型バスを運行することで、コスト削減と効率の良い運行を
図る。

・通学児童生徒の登下校への対応を考慮した上で、適正な利用促進のための運行体制
を整備する。

・上遠別線 利用者数 ５人／日以上
・清川線 利用者数 ３人／日以上

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標

令和６年６月２１日 第１回遠別町地域公共交通活性化協議会
を開催

・遠別町地域公共交通計画の策定について
・令和６年補助年度、令和５年補助年度デマンドバス運行実
績について
・令和５年度事業報告・収支決算報告について
・令和６年度事業計画（案）・収支予算（案）について
・監査報告について
・令和７年度遠別町地域公共交通計画（地域公共交通確保維
持事業に係る計画）の策定について

令和７年１月１０日 第２回遠別町地域公共交通活性化協議会
を開催

・地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価（案）
について
・令和６年補助年度デマンドバス運行実績について

令和６年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

遠別町は、北海道の日本海側北部に位置し、面積は約５９１平方キロメートル、その
うちの約８割が森林で占められている。人口は約２，３００人で、他の自治体同様に
人口の著しい減少及び少子高齢化が進んでいる。町内には南北を通る国道１路線と東
西及び西～南東を通る主要な道道が２路線存在しており、この沿線には農林業従事者
が多く居住していることから、従来から民間バスが運行していた。しかし、昨今の自
動車の普及により、バス利用者が年々減少したこと、また、地域の過疎化、高齢化に
対応した十分なサービスを提供することができなくなったことから、運行形態の見直
しを図り、交通弱者の交通手段を確保するべく、国道を通る地域間幹線系統と接続す
るフィーダー系統（デマンド型）を組み合わせることで、当町における生活交通ネッ
トワークを進めているところである。

遠別町デマンドバス運行事業
・ 運行系統 上遠別線（遠別 ～ 上遠別） ／ 清川線（遠別 ～ 清川）
・ 予約件数 上遠別線 １，１７６件 ／ 清川線 ５７１件
・ 運行回数 上遠別線 ６０２回 ／ 清川線 ３６２回
・ 運 賃 上遠別線（遠別市街地⇔３０号 ６００円 ／ 清川線（遠別市街地⇔清川 ４００円）

地域公共交通の現況

・沿岸バス（株）（町外２路線）
・遠別町（地域内フィーダー系統 町内２路線）



令和６年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

◎プロセス
・平成２３年 １月 市町村生活バス路線運営形態委員会からスクールバスの混乗化及びデマンド方式での町による有償

運行が望ましいとの報告書が提出される。
・平成２３年 ８月 遠別町地域公共交通会議が発足。（第１回会議開催）
・平成２４年 ４月 地域公共交通確保維持改善事業によるデマンドバスの運行開始。
・平成３０年 ４月 「多世代交流センター」オープンにより乗降場を増設。
・令和 ２年１０月 デマンドバスの運行事業者が沿岸バス（株）から遠別町へ変更。
・令和 ５年 ４月 遠別町地域公共交通活性化協議会が発足。（設立総会開催）
◎創意工夫
・上遠別線及び清川線をフィーダー系統（支線）／デマンド型と位置付けして、国道を通る地域間幹線系統と接続させている。

２

２）運行系統



３

３）利用実績 ４）収入実績



６）目標・効果達成状況

◇上遠別線

輸送人員は目標５人／日に対し、６．８人／日であっ
た。

◇清川線

輸送人員は目標３人／日に対し、３．８人／日であっ
た。

４

７）事業の今後の改善点

上遠別線
今後も継続的に地域住民及び関係機関と協議を行い、必
要に応じて町内交通体系の見直しや利用活性化策などを検
討し、地域公共交通の利用促進を図る。

清川線
今後も継続的に地域住民及び関係機関と協議を行い、必
要に応じて町内交通体系の見直しや利用活性化策などを検
討し、地域公共交通の利用促進を図る。

・自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
・いずれも目標を上回っており、今後も地域公共交通計画に
基づき、利用促進策の取組を継続することを期待する。
・持続可能な公共交通を維持する観点から、収支率といった
事業効率の改善につながる目標を設定することもご検討い
ただきたい。

計画どおり事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局等における二次評価結果


